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研究成果の概要（和文）：統合失調症の認知機能障害を改善し、機能的転帰を向上する目的の認

知矯正療法を実施し、効果に参加する患者の内発的動機付けと、治療者の治療フィデリティが

どの程度関係しているかを検証した。結果、患者の動機付けは認知矯正療法に肯定的な影響を

与えており、治療フィデリティは適切に保たれていた。 

 

研究成果の概要（英文）：Cognitive remediation aims to improve cognitive functions of 

schizophrenia and their functional outcome.  We examined intrinsic motivation of 

mentally-ill patients and clinicians’ treatment fidelity as potential factors 
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1. 研究開始当初の背景 

(1) 統合失調症は、医療場面で代表的な精神

疾患であるが、近年地域での自立生活に

妨げとなるのが、注意や遂行機能の問題

である認知機能障害である。認知機能障

害を改善するために開発されたのが認知

矯正療法であるが、国内での定着が求め

られている。 

 

(2) 認知矯正療法は新たな心理的リハビリテ

ーション手法であり、その正しい普及が

求められる。認知矯正療法の実施者の適

切な指導や、マニュアルが不可欠である。 

 

(3) 統合失調症の患者の動機付けは、認知機

能障害と関連していることが指摘されて

いることから、患者の動機付けの変化に

どの程度認知矯正療法への参加が関係し

ているかを検討することは有意義である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、統合失調症の新たな心理
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リハビリテーション法である認知矯正療法

に、患者の動機付けと治療者の治療フィデリ

ティが与える効果を検証することであった。 

 

(1) 認知矯正療法前後の変化を検証するため

に、認知機能、動機付け、精神症状を測

定した。 

(2) 患者の変化に、実施者の要因が影響を与

えていないことを確認するため、認知矯

正療法の治療フィデリティを測定した。 

 

 

３．研究の方法 

 ３年計画で動機付け尺度を作成し、治療フ

ィデリティの評定者を訓練し、認知矯正療法

を実施する医療施設でフィデリティを測定

した。 

(1) 動機付け尺度の日本語版を逆翻訳を行っ

て作成した。原版は英語であり、代表研

究者がその開発に関わっており、原版の

日本語版を作成するのに中心となったが、

原語と日本語に流暢である関連領域の専

門家の協力をあおぎ、英語から日本語へ

の翻訳をした後、日本語から英語へ逆翻

訳をした。また単に言葉のみでなく、原

版が開発された米国と日本の精神疾患と

その治療をとりまく環境がことなること

から、文化的差異にも配慮し、微調整を

行った。 

 

(2) 認知矯正療法の治療フィデリティ尺度の

項目を明確化し、研究目的から独立した

フィデリティ評定者を訓練した。既存の

認知矯正療法の項目を明確化する必要が

あった場合は、開発者に助言を受けた。

治療フィデリティ評価者は、認知矯正療

法のセッションを観察する必要があった

ため、大学院水準の教育を受け、心理療

法の経験がある者を雇用した。その上で、

モデルとなる認知矯正療法ビデオを見せ、

評価を練習し、適切な評価者間信頼性が

得られるまで繰り返した。 

 

(3) 認知矯正療法を実施している医療施設で、

患者の動機付けを測定した。また該当施

設と実施者のフィデリティを測定した。 

 

(4) 認知矯正療法の治療効果を測定した。認

知機能は神経心理検査 BACS、動機付け

は内発的動機付け尺度 IMI-J、精神症状

は PANSS を用いて、各々測定した。こ

れらの指標の変化を検討するに際し、こ

れらに加えて患者の状態に影響を与える

他の要因に関する情報を得るため、薬物

の種類や量、罹患期間などについても尋

ねた。 

 

(5) 認知矯正療法の定着を目的として、定期

的に指導を行い、助言をした。認知矯正

療法が比較的新たな手法であることから、

実践者の指導は治療フィデリティの点か

らも重要であり、可能な限り対面式で行

い、遠方のため困難な場合は電話などを

使用した。 

 

 

４．研究成果 

(1) 日本語版動機付け尺度は、適切な信頼性

や、関連する臨床指標との妥当性を有し

ていることが示された。動機付けは患者

が自分から上達したい、興味がある、意

味があると思うことから治療などに携わ

るときに強まる。統合失調症の患者の動

機付けをあげることから認知機能障害 n

改善することから、動機付け尺度に関す

る成果は有意義である。 

 

(2) 動機付け尺度の逆翻訳は、英和両方に精

通した関連領域の専門家によりなされ、

最終版を作成する前に若干名の患者に実

施し、微調整を行った。その上で、適切

な再検査信頼性と、内的整合性があるこ

とを確認し、日本語版内発的動機付け尺

度は、統合失調症など重度の精神疾患を

もった患者に臨床場面で使用するのに適

していると判断した。 

 

(3) 認知矯正療法の治療フィデリティは、実

施者個人ごとではなく、実施している医

療施設ごとに測定した。海外と異なり、

国内では人員の異動が多いなど特有の状

況に配慮し、なおかつ手法が適正に行わ

れているかを確認するためである。治療

フィデリティは、実施者の面接、設備の

見学、認知矯正療法の観察により評価し

た。また、研究目的から独立した複数名

の心理士を事前に訓練し、研究者バイア

スがないよう努めた。評価者は評価事前

の訓練において適切な評価者間信頼性を

示したことから、複数の医療施設の認知

矯正療法フィデリティの評価は適切に行

われた。 

 

(4) 認知矯正療法実施者のスーパービジョン

と指導は、主として会議を通じて定期的

に行われた。認知矯正療法の普及に貢献



することができた。 
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